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房新社、二〇〇九年）の「主要脇役」たるエステーバン・トゥルエバは、その生い立ちにも強く規定される形で、保守的な思想を持つ中規模農園主となった。トゥルエバが、この時代のチリで何を考え、行動し、歴史の形成に加担しつつもそのうねりのなかでどう変化していったのかを探ることは、階級やイデオロギーの意味を人間に引きつけ 考えるうえで示唆的である。トゥルエバはい 。　「誰がなんと言おうが、わしは申し分のない主人だったと思っている。昔の荒れ果てたラス・トレス・マリーアスを知っている人間が、現在の立派な農場をみ ら、なるほどと納得するだろう。だか
ら、孫娘の奴が階級闘争がどうのこうのと言いおっても聞く気にはなれんのだ。あわれな農民たちは今、五〇年前よりもはるかに苦しい生活を強い れているが、もとはと言えばあの農業改革（筆者注：農地改革）と やつがなにもかも台なしにしてしまったのだ。 」　
支配する側の論理に過ぎないと
いえばそれまでだが、彼らが単なる抑圧と搾取のロジックからのみ行動していたわけではなく ある秩序の捉え方（あるいはイデオロギー）がその基盤に存在していたことを明確に示す発言である。また、支配される側 人間 とっても、従属 引き換えに生活の保証を選ぶことは十分現実的な選択肢だった。　
しかしこうした農村社会の秩序


















化するとき、中心的な政治アクターの選択は歴史の分岐に決定的な影響を与え のだろうか た かに、仮にバラゲールが軍幹部 よるライリー司教殺害 陰謀を食い止めることができず、アメリカ海軍の上陸を許していたならば、その後の歴史は大きく変わっていたかもしれない。バルガス＝リョサは、こうしたアクターの個々の選択の積み重ねが歴史を規定 きたことを重視しているように読める（小説がミクロな人間を描くものであれば、ある程度当然だが） 。　
しかし、政治学的な観点からよ














ラテンアメリカ政治学 学ぶ者なら必修の史実や概念を扱ったものである。もちろん、ここでの紹介は作品の文学的主題とはかけ離れたものだし、そ そも小説はフィクションなのだが、日本から遠く離れた異国 歴史を触
しょく
知ち
できるも
のとして想像し、研究のアイデを広げるうえで 、文学作品の参照は非常に有用だと思う。作品自体を楽しみながらの活用を ぜひお奨めしたい。（ばば
　
かおり／アジア経済研究
所
　
ラテンアメリカ研究グループ）
